
Ⅰ　事業活動収支の部

１．事業活動収入

①預託金預り収入

再資源化等預託金預り収入

（１）預託方法別の預託台数

平成１８年度 平成１８年度 平成１７年度 実績対前年度差異 （※１）継続検査時等預託における普通貨物車等の預託が前年度でもってほぼ完了しているため、平成１８年度第１四半期の継続検

年間予算 第１四半期実績(a) 第１四半期実績(b) (a) - (b) 査時等預託台数は前年度同期実績を下回っている。

新車購入時預託 603万台 131万台 136万台 △5万台

継続検査時等預託（※１） 2,141万台 613万台 789万台 △176万台 （※２）平成１８年度の引取業者引取台数が前年度を上回るペースで推移しているため（「預託金払渡支出」の説明を参照）、平成１８年

引取時預託（※２） 115万台 62万台 65万台 △2万台 度第１四半期の引取時預託台数（エアコン後付預託を除く）は平成１８年度年間予算想定台数の５４％にまで達した。

引取時預託（※３） 27万台 4万台 1万台 3万台

合計 2,887万台 810万台 990万台 △180万台

（※２）エアコン後付預託を除く。

（※３）エアコン後付預託のみ。

（２）品目別の平均単価（エアバッグ類・エアコン未装備車を除いたもの）

平成１８年度 平成１８年度 平成１７年度 実績対前年度差異

年間予算 第１四半期実績(a) 第１四半期実績(b) (a) - (b)

ＡＳＲ 約6,400円 6,172円 6,207円 △35円

エアバッグ類 約2,300円 2,281円 2,232円 49円

フロン類 約2,100円 2,081円 2,105円 △24円

合計 約10,800円 10,534円 10,544円 △10円

（３）品目別の装備率

平成１８年度 平成１８年度 平成１７年度 実績対前年度差異 ①継続検査時等預託において、装備率が比較的低いと想定される貨物車の預託が終息に向かい、乗用車の預託比率が高まっている

年間予算 第１四半期実績(a) 第１四半期実績(b) (a) - (b) こと②継続検査時等預託台数の減少に伴い装備率が比較的高い新車購入時預託の比率が高まっていることから、平成１８年度第１四

エアバッグ類 72% 67% 56% 11 半期の装備率は前年度同期実績を上回っている。

フロン類 95% 89% 81% 8

（４）金額

平成１８年度 平成１８年度 平成１７年度 実績対前年度差異

年間予算 第１四半期実績(a) 第１四半期実績(b) (a) - (b)

286,265,559千円 77,060,977千円 90,671,220千円 △13,610,243千円

情報管理預託金預り収入

（１）預託方法別の預託台数

平成１８年度 平成１８年度 平成１７年度 実績対前年度差異 平成１８年度第１四半期の預託台数は前年度同期実績を下回っているが、１台当たりの情報管理預託金が前年度の１３０円から平成

年間予算 第１四半期実績(a) 第１四半期実績(b) (a) - (b) １８年度は２３０円となっていることから、平成１８年度第１四半期の情報管理預託金預り収入の額は前年度同期実績を上回っている。

新車購入時預託 603万台 131万台 136万台 △5万台

継続検査時等預託 2,141万台 613万台 789万台 △176万台

引取時預託 115万台 62万台 65万台 △2万台

合計 2,859万台 806万台 989万台 △183万台

（２）金額

平成１８年度 平成１８年度 平成１７年度 実績対前年度差異

年間予算 第１四半期実績(a) 第１四半期実績(b) (a) - (b)

6,576,418千円 1,853,492千円 1,285,938千円 567,554千円

平成１８年度第１四半期再資源化預託金等特別会計収支計算書の前年度同期実績との比較について 資料３－３



②特定資産運用収入－再資源化預託金等特定資産運用収入 保有債券残高の積み上がり等により平成１８年度第１四半期実績は前年度同期実績を上回っている。

金額 【参考】保有債券残高

平成１８年度 平成１８年度 平成１７年度 実績対前年度差異 平成１８年度 平成１７年度 実績対前年度差異

年間予算 第１四半期実績(a) 第１四半期実績(b) (a) - (b) 第１四半期末残高(a) 第１四半期末残高(b) (a) - (b)

5,840,662千円 1,108,821千円 201,614千円 907,207千円 4,760億円 1,286億円 3,474億円

２．事業活動支出

①預託金払渡支出 平成１８年の引取業者引取台数は前年を上回るペースで推移しているため、平成１８年度第１四半期の払渡台数は前年度同期実績を
上回っている。

再資源化等預託金払渡支出

（１）品目別の払渡台数 【参考】引取業者引取台数

平成１８年度 平成１８年度 平成１７年度 実績対前年度差異 平成１８年度 平成１７年度 実績対前年度差異

年間予算 第１四半期実績(a) 第１四半期実績(b) (a) - (b) 第１四半期実績(a) 第１四半期実績(b) (a) - (b)

ＡＳＲ 342万台 87万台 60万台 27万台 93万台 74万台 20万台

エアバッグ類 69万台 17万台 9万台 8万台

フロン類 273万台 71万台 49万台 21万台

（２）品目別の平均単価

平成１８年度 平成１８年度 平成１７年度 実績対前年度差異

年間予算 第１四半期実績(a) 第１四半期実績(b) (a) - (b)

ＡＳＲ 約5,900円 5,880円 5,824円 57円

エアバッグ類 約1,900円 1,842円 1,843円 △1円

フロン類 約2,100円 2,092円 2,090円 2円

（３）金額

平成１８年度 平成１８年度 平成１７年度 実績対前年度差異

年間予算 第１四半期実績(a) 第１四半期実績(b) (a) - (b)

27,184,521千円 6,891,343千円 4,664,690千円 2,226,653千円

情報管理預託金払渡支出

（１）台数

平成１８年度 平成１８年度 平成１７年度 実績対前年度差異

年間予算 第１四半期実績(a) 第１四半期実績(b) (a) - (b)

342万台 98万台 72万台 26万台

（２）金額

平成１８年度 平成１８年度 平成１７年度 実績対前年度差異

年間予算 第１四半期実績(a) 第１四半期実績(b) (a) - (b)

576,680千円 162,934千円 94,164千円 68,770千円

未払再資源化預託金等利息支払支出

金額

平成１８年度 平成１８年度 平成１７年度 実績対前年度差異 平成１６年度の利率は０．００４％であったが、平成１７年度の利率は０．３８％であることから、平成１８年度第１四半期実績は前年度同

年間予算 第１四半期実績(a) 第１四半期実績(b) (a) - (b) 期実績を上回っている。

67,243千円 18,828千円 0.2千円 18,827千円



②預託金輸出返還支出 輸出返還は平成１７年７月から開始された。よって、前年度同期実績はゼロである。

再資源化預託金等輸出返還支出

（１）台数

平成１８年度 平成１８年度 平成１７年度 実績対前年度差異

年間予算 第１四半期実績(a) 第１四半期実績(b) (a) - (b)

31万台 4.0万台 － 4.0万台

（２）金額

平成１８年度 平成１８年度 平成１７年度 実績対前年度差異

年間予算 第１四半期実績(a) 第１四半期実績(b) (a) - (b)

3,138,012千円 400,044千円 － 400,044千円

未払再資源化預託金等利息支払支出

金額

平成１８年度 平成１８年度 平成１７年度 実績対前年度差異

年間予算 第１四半期実績(a) 第１四半期実績(b) (a) - (b)

7,394千円 470千円 － 470千円

③他会計への繰入金支出 平成１８年度における他会計への繰入は５月に行った。
前年度における他会計への繰入は９月に行った。よって、前年度同期実績はゼロである。

承認・認可済特定再資源化預託金等特別会計への繰入金支出

金額

平成１８年度 平成１８年度 平成１７年度 実績対前年度差異

年間予算 第１四半期実績(a) 第１四半期実績(b) (a) - (b)

761,332千円 761,556千円 － 761,556千円

未払再資源化預託金等利息支払支出

金額

平成１８年度 平成１８年度 平成１７年度 実績対前年度差異

年間予算 第１四半期実績(a) 第１四半期実績(b) (a) - (b)

3,045千円 2,821千円 － 2,821千円

Ⅱ　投資活動収支の部

１．投資活動収入

①特定資産取崩収入－再資源化預託金等特定資産取崩収入 預託金払渡支出・預託金輸出返還支出・他会計への繰入金支出の平成１８年度第１四半期実績が前年度同期実績を上回っていること
から、これらの支出の原資となる特定資産取崩収入の平成１８年度第１四半期実績も前年度同期実績を上回っている。

金額

平成１８年度 平成１８年度 平成１７年度 実績対前年度差異

年間予算 第１四半期実績(a) 第１四半期実績(b) (a) - (b)

32,273,736千円 8,420,591千円 4,937,011千円 3,483,580千円

２．投資活動支出

①特定資産取得支出－再資源化預託金等特定資産組入支出 継続検査時等預託台数の減少により預託金預り収入の額が減少していることに伴い、資金管理法人の口座への入金額も減少してい
ることから、平成１８年度第１四半期の特定資産取得支出は前年度同期実績を下回っている。

金額

平成１８年度 平成１８年度 平成１７年度 実績対前年度差異

年間予算 第１四半期実績(a) 第１四半期実績(b) (a) - (b)

337,348,392千円 94,450,672千円 106,035,325千円 △11,584,654千円


